
 

2015年5月14日 

報道関係各位     

三井不動産株式会社 

鹿島建設株式会社 

「新宿三井ビルディング」で長周期地震動の揺れを半減 

日本初 屋上に超大型制震装置(約 1,800t) 工事完了 

三井不動産株式会社は、「新宿三井ビルディング」において、長周期地震動が発生した場合の揺れを大幅に低

減させる、日本で初めての超大型制震装置ＴＭＤ（約1,800t）の屋上設置工事を実施しておりましたが、本年   

4月30日に工事が完了いたしました。これにより、「新宿三井ビルディング」は、長周期地震動による揺れ幅と

揺れ時間の大幅な低減を実現いたしました。 

本工事は、東日本大震災時に特に長周期地震の揺れが大きかった新宿エリアに立つ「新宿三井ビルディング」

において、今後の長周期地震動発生に対し、揺れ幅を最新鋭の超高層ビル並みに抑えオフィス就労者の安心感を

高めることを目的に、2013年8月中旬頃より、鹿島建設株式会社の設計施工により着工いたしました。 

超大型制震装置ＴＭＤは、従来超高層ビルの風揺れ対策に屋上に設置されてきた振子式の錘（おもり）の技術

を発展応用させ、日本初の超高層ビルの地震の揺れ対策の制震装置として、三井不動産および鹿島建設により実

用化したものです。 

「新宿三井ビルディング」は構造評定を受け大臣認定を取得した高い安全性を有する建物で、本装置導入前で

も耐震性能を十分満たしていますが、東日本大震災以降の安全・安心、ＢＣＰ（事業継続計画）に対するテナン

ト企業のニーズの高まりから、三井不動産株式会社では、当ビルを含め既存ビルの防災・ＢＣＰに関する機能を

新築ビルと同水準に向上させる改修工事など、ハード・ソフト両面で取り組んでまいりました。本取り組みにつ

いては、新築ビルにおいて実施する長周期地震動対策を、既存ビルでも実施するものであり、前述の取り組みを

さらに強化していくものです。 

三井不動産は、本ビルに集うすべての人とそのご家族、企業、地域の皆様に高い持続性と大きな安心を提供す

る本取り組みをはじめ、「その先の、オフィスへ」をスローガンに、既成のオフィスビルの概念を超えて新たな付

加価値を生み出す『三井のオフィス』を提供してまいります。 

鹿島建設株式会社は、超高層ビル建設のパイオニアとして、特に制震構造においては 1980 年代より技術開発  

を進め世界初の制震ビルを実現する等、業界をリードしてまいりました。昨今、多くの既存超高層ビルが抱える

長周期地震動による大きく長い揺れの不安を解消する有効なソリューションの一つであるである本技術により、

安全で快適な、そして安心な暮らしの実現に努めてまいります。 

 

※ＴＭＤ：建物に減衰器（Damper）を介して錘（Mass）を取り付け、固有振動数を最適に調整（Tuned）することによ

り振動を抑制する装置 

 

 

 

 

 

 

 

 新宿三井ビルディング 空撮写真 ＴＭＤ 完成写真 
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＜添付資料＞ 1．制震装置の概要  

2．工事概要、物件概要 

新宿三井ビルディングの断面図 

超大型制震装置ＴＭＤ 

（外壁カバーを除いた概念図） 
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＜添付資料 1＞制震装置の概要  

 

 開発の背景・経緯 

■三井不動産は、東日本大震災以降の安全・安心、ＢＣＰに対するテナント企業ニーズの高まりから、

既存ビルの防災・ＢＣＰに関する機能を新築ビルと同水準に向上させる改修工事や運営管理体制の強

化等、ハード・ソフト両面で取り組んでいます。 

新宿三井ビルディングは、構造評定を受け、耐震性能を十分に満たす高い安全性を有する建物であり

ますが、三井不動産株式会社と鹿島建設株式会社は、東日本大震災を機に「更なる安心感の醸成」の

実現に向けて検討してきました。 

 

■従来、風揺れ対策で利用されていたＴＭＤの技術を応用し、今般、以下の３つの技術を新たに導入す

ることで、超高層ビルの制震対応を可能としたＴＭＤ(D３SKY)を実用化しました。これらの技術導入に

より、直下型地震から長周期地震まで地震の規模や特性に関わらず十分な制震効果を発揮し、既存躯

体の損傷を低減して従来の制震ブレースを設置する方式に比べ、建物の揺れ幅、揺れ時間を大幅に軽

減します。 

 

１．錘支持方式：①巨大な錘を支えつつあらゆる方向へ大きな変位を許容できること、②多数回の

繰返しに対する耐久性が十分高いこと、という条件を満足するために、ケーブル懸垂式支持機

構を採用しました。 

２．変形抑制オイルダンパー：①2ｍ近い振幅で 3次元に動く錘にスムーズに追随できること、②設

計時の想定を超える大地震時にも錘をスムーズに減速させ、錘に過大な変位が生じてＴＭＤが

損傷することを回避すること、という条件を満足するために、変形制御機能を内蔵したオイル

ダンパーを導入しました。 

３．架構工法：既存建物の屋上に重量構造物を設置する場合、最上階の既存梁には直接大きな荷重

が掛かるため、大幅な補強が必要でした。本建物では、既存梁上の既存柱に近い位置に柱を新設

し、その間に十分な耐力と剛性を持つ梁を新設することで、重量構造物の荷重を柱へ直接伝える

ことが可能となり、既存建物の屋上にＴＭＤの設置が可能となりました。 
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 装置概要 

１．超大型制震装置ＴＭＤ（D３SKY）×6基（錘 1,800ｔ） 

屋上に振り子式の錘(300ｔ)を 6 基設置し、錘が揺れることで建物の振動エネルギーを吸収して

地震の揺れを大幅に抑制します。 

   ※D3SKY：Dual-direction Dynamic Damper of Simple Kajima stYle（鹿島 2方向制御ダイナミックダンパー） 

 

２．高性能オイルダンパー（HiDAX-e）×48台 

低層階コア部に高性能オイルダンパーを 48 台設置し、建物の揺れに応じてダンパーのオイル流

量を制御することにより地震の揺れを抑制します。 

※HiDAX-e：High Damping system in the neXt generation eco（鹿島次世代型制震システム） 

        

 

 

 

 制震工事による効果と特徴 

超大型制震装置ＴＭＤ(D3SKY)と高性能オイルダンパー（HiDAX-e）の相乗効果によって以下の性能を

発揮します。 

１．直下型から長周期まで様々な地震の揺れ幅を低減します。特に長周期地震動に対する制震効果が大

きく、揺れを半分以下に大幅に低減します。大型台風などの暴風時の揺れに対しても大きな低減効

果を発揮します。 

２．ＴＭＤ(D3SKY)は１台で２方向の揺れを制御でき、錘重量と設置ユニット数の増減により、様々な高

さや形状の建物に適用が可能なフレキシブルなシステムです。 

３． 電気を使用しないので、停電の影響を受けません。 

 

 

超大型制震装置ＴＭＤ姿図 

高性能オイルダンパー姿図 
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＜添付資料 2＞工事概要、物件概要  

 

■工事概要 

概 要  屋上にＴＭＤ(D3SKY)×6基（錘 1,800ｔ）を設置 

低層部コア内に高性能オイルダンパー（HiDAX-e）×48台を設置 

設計監修 株式会社日本設計 

設 計  鹿島建設株式会社一級建築士事務所 

施 工  鹿島建設株式会社 

（本制震構法は、一般財団法人日本建築センターの性能評価審査を受け、国土交通大臣 

の認定を受けています。） 

 

■物件概要 

建 物  新宿三井ビルディング  

所 在  東京都新宿区西新宿 2丁目 1番 1号 

構 造  S造 地下 RC/SRC造 

階 数  地上 55階 地下 3階 高さ 210ｍ 

用 途  事務所・店舗 

竣 工  昭和 49年 9月 

設 計  株式会社日本設計事務所(現 株式会社日本設計) 

株式会社武藤構造力学研究所 

施工者  鹿島建設株式会社･三井建設株式会社(現 三井住友建設株式会社) ＪＶ 

 

 

 


